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ぶりに増加
可決 賛成 31

反対 1

議案第1号　
平成30年度
一般会計予算

答　

平
成
30
年
３
月
１
日
現
在
、
51
名

の
救
急
救
命
士
が
在
籍
し
て
い
る
。
こ
の

う
ち
実
際
に
現
場
で
活
動
し
て
い
る
人
数

は
43
名
で
あ
り
、
こ
の
中
に
は
、
女
性
職

員
2
名
が
含
ま
れ
て
い
る
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
事
業
費

質　
交
付
実
績
は

答　

平
成
30
年
１
月
末
時
点
で
、

１
万
２
５
９
０
枚
交
付
し
て
お
り
、
交
付

率
は
７・７
３
％
で
あ
る
。

質　
交
付
枚
数
が
あ
ま
り
増
え
て

い
な
い
要
因
は

答　

こ
れ
ま
で
は
Ｐ
Ｒ
が
足
り
な
か
っ

た
と
感
じ
て
い
る
。
来
年
度
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
便
性
の
Ｐ
Ｒ
を
強
化

し
、
市
民
生
活
課
主
導
で
出
前
講
座
等
を

実
施
し
て
、
カ
ー
ド
の
交
付
率
ア
ッ
プ
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

質　
　
疑

直
売
所
出
荷
農
家
流
通
支
援
事
業
費

質　
支
援
の
対
象
及
び
金
額
は

答　

比
較
的
小
規
模
な
農
家
を
対
象
と

し
て
お
り
、
対
象
者
数
は
約
１
０
０
０
名

で
あ
る
。ま
た
、補
助
金
は
手
数
料
の
５
％

を
想
定
し
て
い
る
。

質　
対
象
と
な
る
直
売
所
と
そ
の

施
設
数
は

答　

栃
木
市
直
売
所
連
絡
協
議
会
に
加

盟
し
て
い
る
直
売
所
が
対
象
施
設
と
な

り
、
道
の
駅
も
含
め
て
市
内
に
13
ヵ
所
あ

る
。

栃
木
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
整
備

事
業
費

質　
芝
を
張
り
替
え
る
必
要
性
は

答　

昨
年
７
月
の
日
本
陸
上
競
技
連
盟

に
よ
る
事
前
調
査
で
は
、
芝
が
10
セ
ン
チ

程
度
盛
り
上
が
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明

し
、
投
て
き
種
目
の
結
果
に
誤
差
が
生
じ

る
と
い
う
指
摘
を
受
け
た
。

質　
芝
は
張
っ
て
か
ら
何
年
経
過

し
て
い
る
の
か
。

答　

平
成
元
年
の
オ
ー
プ
ン
以
来
、
張

り
替
え
を
行
っ
て
い
な
い
。
全
面
張
り
替

え
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。

救
急
救
命
士
養
成
事
業
費

質　
資
格
取
得
人
数
は

予算
審査

平成30年度一般会計　643億1000万円

　皆さんの税金が適切に使われる事業計画となって
いるか、９月の決算審査での意見が生かされている
かなど、全議員が４委員会に分かれて審査しました。

予算の審査って、どんなかんじなの？

討　
　
論

反
対

　
格
差
と
貧
困
が
広
が
る
中
、
い
か
に
し

て
市
民
生
活
を
守
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る

が
、
本
予
算
案
は
市
民
生
活
を
守
る
予
算

に
な
っ
て
い
な
い
。
投
資
的
経
費
が
大
幅

に
増
え
、
今
後
も
大
型
公
共
事
業
が
目
白

押
し
だ
。
大
型
事
業
を
見
直
し
、
市
民
生

活
に
直
結
し
た
事
業
に
予
算
を
振
り
向
け

る
べ
き
だ
。
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
、
人

権
同
和
対
策
な
ど
は
税
金
の
ム
ダ
遣
い
と

考
え
る
。
総
合
支
所
の
機
能
強
化
、
子

育
て
支
援
の
充
実
、
保
育
に
お
け
る
質
の

確
保
、
生
活
保
護
に
対
す
る
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
の
増
員
を
求
め
る
。

賛
成

　
（
仮
称
）
文
化
芸
術
館
等
整
備
事
業
費
や

北
部
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
費
な

ど
の
増
額
に
よ
り
、「
投
資
的
経
費
」
は
前

年
度
に
比
べ
、
約
23
億
円
の
増
加
と
な
っ

た
が
、
総
合
計
画
の
７
つ
の
基
本
方
針
に

各
種
の
事
業
が
バ
ラ
ン
ス
良
く
配
置
さ
れ

て
お
り
、
特
に
定
住
人
口
・
交
流
人
口
の

増
加
や
、
若
い
世
代
の
結
婚
・
子
育
て
支

援
な
ど
、
本
市
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
に
基
づ
く
事
業
に
重

点
化
が
図
ら
れ
て
お
り
、
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
で
、メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
予
算
と
な
っ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
高
く
評
価
す
る
。



－ 3－－ 3－
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前年度比１．７％増

予算額が ３年
　旧市役所本庁舎跡地に整備する（仮称）文化芸術館や、西方地域に建設予定の北部健康福祉センター

（仮称）をはじめ、市内の大型施設整備事業が本格化することから、一般会計当初予算案は３年ぶりに
前年度と比べ増額となりました。
　市長からは、「新しいまちの完成を目指す『未来へのジャンプ予算』としたい。」との説明がありました。
これを受けて、議会では適切な予算編成となっているかどうかの審査をしました。

ホームページリニューアル
事業費　　　　 2100万円

子ども・子育て支援事業
計画策定事業費　

355万6千円

119番
外国人電話通訳事業費

46万7千円

第27代横綱　栃木山
横綱昇進100周年記念
事業費　　　　68万4千円　

栃木総合運動公園
陸上競技場整備事業費　

1億400万円

立地適正化計画策定委託費
600万円

健康マイレージ事業費
80万7千円

篤志奨学金給付事業費
324万円

直売所出荷農家流通支援
事業費　　　　733万3千円

市ホームページをリニューアル アンケートを3000通発送外国人からの119番に対応

・蔵の街美術館企画展の開催
・有識者による講演会　など インフィールド芝張り替え工事

まちづくりの方針・都市の骨格
構造の検討等

健康ポイントカードを20歳以上
の全市民に配布 奨学生の負担を軽く販売手数料の一部を補助

平成30年度 新規事業の一部を紹介
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3
月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と�

（
主
な
議
案
）

　
特
集
ペ
ー
ジ
で
取
り
上
げ
た
も
の
の
ほ
か
、
3
月
定
例
会
で
審
査
し
た
主
な
議
案
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
各
議
案
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
議
案
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ご
利
用
に
な
る
と
、
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

　

議
案
の
概
要

１　
栃
木
市
議
会
の
議
員
期
末
手
当
に
つ

い
て
、
12
月
期
の
支
給
割
合
を
１
０
０

分
の
５
引
き
上
げ
る
。

２　

さ
ら
に
、
６
月
期
の
支
給
割
合
を

１
０
０
分
の
２・
５
引
き
上
げ
、
12
月

期
の
支
給
割
合
を
１
０
０
分
の
２・
５

引
き
下
げ
る
。

質　
　
疑

質　
条
例
改
定
後
の
支
給
額
は

答　

議
長
が
１
３
５
万
７
５
６
２
円
、

副
議
長
が
１
１
７
万
９
９
３
７
円
、
議
員

議
案
第
54
号
の
概
要

（
仮
称
）
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
整
備
建
築

工
事
の
契
約
を
締
結
す
る
も
の
。

【
契
約
金
額
】

・
７
億
５
４
３
８
万
円

【
契
約
の
相
手
方
】

・
大
木
・
荒
川
特
定
建
設
工
事

  

共
同
企
業
体

議
案
第
55
号
の
概
要

（
仮
称
）
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
整
備
機
械

設
備
工
事
の
契
約
を
締
結
す
る
も
の
。

【
契
約
金
額
】

・
１
億
９
６
８
８
万
４
千
円

【
契
約
の
相
手
方
】

・
日
向
野
・
安
藤
特
定
建
設
工
事

  
共
同
企
業
体

質　
　
疑

質　
入
札
の
経
過
は

答　

大
規
模
改
修
工
事
で
あ
る
た
め
、

が
１
０
６
万
５
７
５
０
円
で
あ
る
。

質　
国
の
平
成
29
年
度
人
事
院

勧
告
に
従
っ
た
議
員
報
酬
改
定
か

答　

人
事
院
勧
告
を
踏
ま
え
、
市
が
改

定
の
必
要
性
を
判
断
し
た
。

質　
今
回
の
増
額
改
定
の
必
要
性
は

答　

社
会
・
経
済
情
勢
等
を
踏
ま
え
、

一
般
職
員
と
同
様
、
国
や
他
の
自
治
体
、

あ
る
い
は
民
間
と
の
均
衡
を
図
り
な
が

ら
、改
定
の
必
要
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
。

　
な
お
、
近
年
増
額
改
定
が
続
い
た
が
、

減
額
改
定
の
際
に
も
、
同
様
な
基
準
で
そ

の
必
要
性
を
判
断
し
て
い
く
。

施
工
段
階
に
お
い
て
予
見
で
き
な
い
問
題

が
発
生
す
る
可
能
性
も
あ
る
と
想
定
し
、

建
築
、
電
気
、
機
械
設
備
を
一
括
と
し
て

入
札
を
行
っ
た
。
入
札
へ
の
参
加
申
請
期

限
が
１
月
18
日
ま
で
で
あ
っ
た
が
、
参
加

業
者
が
な
く
不
調
と
な
っ
た
た
め
、
再
入

札
を
行
っ
た
。

質　
不
調
と
な
っ
た
要
因
は

答　

工
事
費
の
割
合
は
建
築
70
％
、
機

械
設
備
18
％
、
電
気
12
％
で
あ
る
が
、
最

初
の
一
括
発
注
の
際
に
共
同
企
業
体
の
出

資
比
率
に
関
し
、
最
低
20
％
と
い
う
条
件

を
付
し
て
い
た
。
電
気
設
備
事
業
者
と
し

て
は
負
担
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
不
調
と

な
っ
た
要
因
の
一
端
で
は
な
い
か
と
推
測

さ
れ
る
。

質　
入
札
に
お
け
る
競
争
性
の
確
保
は

答　
予
定
価
格
を
事
前
公
表
し
て
お
り
、

各
企
業
体
が
真
摯
に
積
算
し
て
応
札
し
て

い
る
と
考
え
る
。
事
後
審
査
型
で
あ
り
、

き
ち
ん
と
審

査
さ
れ
て
落

札
と
い
う
結

果
が
出
た
も

の
で
あ
る
た

め
、
競
争
性

は
保
た
れ
て

い
る
と
考
え

る
。

可決 賛成 29
反対   2

民間の水準に
合わせて

議案第22号　栃木市議会の
議員の議員報酬及び費用弁
償等に関する条例の一部を
改正する条例の制定

用
語
解
説

（
※
）
人
事
院
勧
告

　
労
働
基
本
権
制
約
の
代
償
措
置
と
し

て
、
国
家
公
務
員
の
給
与
水
準
を
、
民
間

企
業
従
業
員
の
給
与
水
準
と
均
衡
さ
せ
る

こ
と
を
基
本
と
し
て
い
る
。

可決 賛成 29
反対   2

再来年度の
開館に向けて

議案第５４・５５号　
工事請負契約の締結

再整備される旧栃木中央小
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討
論
（
議
案
第
22
・
23
・
24
号
）

反
対

　

人
事
院
勧
告
に
沿
っ
た
形
で
、
本
市

職
員
、
議
員
、
特
別
職
（
市
長
等
）
に
つ

い
て
給
料
、
ボ
ー
ナ
ス
の
引
き
上
げ
が

提
案
さ
れ
て
い
る
が
、
議
員
、
特
別
職
の

ボ
ー
ナ
ス
引
上
げ
は
労
働
権
の
制
約
と
は

無
縁
の
存
在
で
あ
り
、
基
本
的
に
人
事
院

勧
告
と
は
無
関
係
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

市
職
員
の
平
均
年
収
は
６
０
０
万
円
を

超
え
て
い
る
こ
と
、
議
員
の
ボ
ー
ナ
ス
は

１
０
０
万
円
、
市
長
等
は
２
０
０
万
円
を

既
に
超
え
て
お
り
、
引
き
上
げ
の
必
要
性

は
な
い
と
考
え
る
。

賛
成

　
国
の
大
臣
等
の
期
末
手
当
の
支
給
に
つ

い
て
は
、
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
法
律
で
、
一
般
職
の
職
員
の
例
に
よ
る

と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
国
会
議
員
の
期
末

手
当
に
つ
い
て
も
、
法
律
に
よ
り
、
特
別

職
の
職
員
の
例
に
よ
る
と
定
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
地
方
に
お
い
て
も
、
国
に

準
じ
対
応
し
て
き
た
。
ま
た
、
本
市
を
含

む
多
く
の
市
町
村
は
、
給
与
を
引
き
下
げ

る
場
合
で
も
、
人
事
院
勧
告
を
尊
重
し
、

国
の
例
に
倣
い
、
給
与
引
き
下
げ
の
改
定

を
行
っ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

い
ず
れ
も
賛
成
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

議案等の審議結果
　3月定例会では、議案56件、決算の認定1件が審査され、その内全会一致は46件、賛否が分かれた議
案は11件でした。
　賛否が分かれた議案の各議員の賛否は以下のとおりです。� ◯=賛成、●=反対

議案
番号 議案名

採
決
結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 19 20 21 22 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34
大
谷
　
好
一

茂
呂
　
健
市

青
木
　
一
男

針
谷
　
育
造

坂
東
　
一
敏

広
瀬
　
昌
子

小
久
保
か
お
る

古
沢
　
ち
い
子

松
本
　
喜
一

渡
辺
　
照
明

白
石
　
幹
男

関
口
　
孫
一
郎

氏
家
　
晃

平
池
　
紘
士

針
谷
　
正
夫

大
出
　
三
夫

大
阿
久
　
岩
人

長
　
芳
孝

千
葉
　
正
弘

入
野
　
登
志
子

天
谷
　
浩
明

広
瀬
　
義
明

福
富
　
善
明

大
武
　
真
一

海
老
原
　
恵
子

永
田
　
武
志

岡
　
賢
治

小
堀
　
良
江

梅
澤
　
米
満

中
島
　
克
訓

高
岩
　
義
祐

福
田
　
裕
司

誠
心
市
民
ク
ラ
ブ

大
樹
市
民
ク
ラ
ブ

誠
心
無
会
派

公
明
党
議
員
会

公
明
党
議
員
会

無
会
派

誠
心
無
会
派

黎
明
新
生
ク
ラ
ブ

黎
明
黎
明
黎
明
新
生
ク
ラ
ブ

黎
明
新
風
創
志
会

公
明
党
議
員
会

誠
心
大
樹
大
樹
無
会
派

無
会
派

黎
明
大
樹
新
生
ク
ラ
ブ

新
風
創
志
会

無
会
派

新
風
創
志
会

新
風
創
志
会

第1号 平成30年度 栃木市一般会計予算 可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
の
た
め
採
決
に
は
加
わ
ら
な
い

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第2号　平成30年度栃木市国民健康保険
特別会計予算

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第3号　平成30年度 栃木市後期高齢者医療特別
会計予算

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第4号　平 成30年 度 栃 木 市 介 護 保 険 特 別 会 計
（保険事業勘定）予算

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第22号 
栃木市議会の議員の議員報酬及び費用弁
償等に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第23号 栃木市長等の給与及び旅費に関する条例
の一部を改正する条例の制定について

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第24号 

栃木市職員の給与に関する条例及び一般
職の任期付職員の採用及び給与の特例に
関する条例の一部を改正する条例の制定
について

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第31号 栃木市介護保険条例の一部を改正する条
例の制定について

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第32号 

栃木市指定地域密着型サービスの事業の
人員、設備及び運営に関する基準等を定
める条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第54号 工事請負契約の締結について 可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第55号 工事請負契約の締結について 可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

本会議の表決前に、他の議員の賛同を得るために、発言した議員名と討論が行われた議案番号は次のと
おりです。（○＝賛成　●＝反対）
●白石幹男　議員　・議案第１号、第２号、第３号、第４号、第３１号、第３２号
○高岩義祐　議員　・議案第１号、第２号、第３号、第４号、第３１号　
●大武真一　議員　・議案第２号、第３号、第２２号、第２３号、第２４号、第５４号、第５５号
○岡　賢治　議員　・議案第２２号、第２３号、第２４号、第３２号、第５４号、第５５号
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一 般 質 問 の 詳 し い 内 容 は こ ち ら か ら ア ク セ ス

投
票
時
間
の
繰
り
上
げ
を
い
つ

の
選
挙
か
ら
導
入
す
る
考
え
か

　
平
成
28
年
12
月
議
会
の
一
般
質
問
で
、

「
選
挙
当
日
の
投
票
時
間
を
2
時
間
繰
り

上
げ
て
は
ど
う
か
」と
の
提
言
に
対
し
て
、

「
前
向
き
に
検
討
し
た
い
」
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

　
こ
の
2
時
間
繰
り
上
げ
に
関
し
て
、
い

つ
の
選
挙
か
ら
導
入
す
る
考
え
で
検
討
を

進
め
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
検
討
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
併

せ
て
伺
う
。

答
弁
田
中
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

県
議
会
議
員
選
挙
か
ら
実
施

し
た
い

　
実
施
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
周
知
期
間

な
ど
を
考
え
、
平
成
31
年
4
月
に
執
行
予

定
の
、
県
議
会
議
員
選
挙
か
ら
実
施
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
投
票
時
間
を
短
縮
す

外
国
人
登
録
者
数
、
観
光
客
の
増
加

に
伴
う
救
急
搬
送
の
対
応
は

　

本
市
で
は
近
年
、
留
学
生
を
中
心
と

し
て
、
外
国
人
登
録
者
数
が
飛
躍
的
に

伸
び
、
ま
た
本
市
を
訪
れ
る
外
国
人
観

光
客
が
増
加
す
る
中
、
救
急
需
要
が
さ

ら
に
増
大
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

外
国
人
の
救
急
搬
送
に
関
し
て
、
救

急
現
場
で
の
外
国
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
課
題
と
考
え
る
が
、
限

ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
救
急
資
源
を
効

率
的
に
活
用
し
、
救
急
サ
ー
ビ
ス
の
維

持
・
向
上
を
図
る
た
め
に
、
外
国
人
の

救
急
車
搬
送
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
増
山
消
防
長

三
者
間
同
時
通
訳
が
で
き
る
体
制

を
平
成
30
年
度
に
整
備
す
る

　

外
国
人
観
光
客
の
増
加
な
ど
に
伴

い
、
救
急
現
場
で
外
国
人
傷
病
者
と
接

す
る
機
会
が
多
く
な
る
た
め
、
総
務
省

る
こ
と
に
伴
い
、
投
票
環
境
が
低
下
す
る

の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
現
在
、
ど
う
い
っ
た
事
に
取
り
組
ん

で
い
く
べ
き
な
の
か
を
検
討
し
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
、
増
加
傾
向
に
あ
る
期
日

前
投
票
の
更
な
る
充
実
を
図
る
た
め
、
新

た
な
期
日
前
投
票
所
の
設
置
に
つ
い
て
、

選
挙
の
公
正
性
・
地
域
間
の
バ
ラ
ン
ス
・

二
重
投
票
を
防
ぐ
た
め
の
シ
ス
テ
ム
の
確

保
・
費
用
対
効
果
な
ど
の
検
証
を
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
移
動
が
難
し
い
と
さ
れ
る
高
齢

者
や
障
が
い
者
の
方
の
投
票
機
会
の
確
保

を
含
め
、
各
投
票
所
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な

ど
と
い
っ
た
設
備
環
境
の
再
確
認
、
再
検

討
も
併
せ
て
行
っ
て
い
る
。

所
管
の
消
防
研
究
セ
ン
タ
ー
と
情
報
通

信
研
究
機
構
に
お
い
て
救
急
隊
用
の
多

言
語
音
声
翻
訳
ア
プ
リ
「
救
急
ボ
イ
ス

ト
ラ
」
が
開
発
さ
れ
、
本
市
で
は
平
成

29
年
6
月
8
日
か
ら
運
用
を
開
始
し
て

い
る
。

　

今
後
は
、
こ
の
救
急
ボ
イ
ス
ト
ラ
の

ほ
か
、
1
1
9
番
通
報
時
か
ら
病
院
到

着
ま
で
、
外
国
人
傷
病
者
と
救
急
隊
と

の
間
で
電
話
通
訳
セ
ン
タ
ー
を
介
し

た
、
三
者
間
同
時
通
訳
が
で
き
る
体
制

を
平
成
30
年
度
に
整
備
し
て
い
く
。

○
渡
良
瀬
遊
水
地
の
魅
力
発
信

●
外
国
人
の
救
急
救
命
対
応

○
介
護
人
材
の
育
成

◯
鈴
木
市
長
の
こ
の
４
年
間

●
選
挙
当
日
の
投
票
時
間
短
縮
の
取
り

組
み
状
況
等

◯
通
勤
者
特
急
購
入
費
の
補
助
制
度
（
楽
賃
）

◯
居
住
地
周
辺
の
側
溝
清
掃
等

千葉 正弘 議員
新風創志会

小久保かおる 議員
公明党議員会
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J
A
と
の
連
携
を
生
か
し
事
業

の
具
体
化
を

　

本
市
と
両
農
協
（
J
A
し
も
つ
け
・

J
A
か
み
つ
が
）
と
の
包
括
連
携
協
定

が
締
結
さ
れ
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と

だ
が
、
締
結
は
ス
タ
ー
ト
で
あ
り
、
本

協
定
を
具
体
的
な
成
果
に
結
び
つ
け
る

こ
と
が
必
要
だ
。

　

県
は
イ
チ
ゴ
王
国
を
宣
言
し
、
イ
チ

ゴ
消
費
拡
大
に
追
い
風
が
吹
い
て
い

る
。
今
こ
そ
東
武
線
沿
線
両
農
協
の
イ

チ
ゴ
P
R
を
東
武
鉄
道
に
お
願
い
し
て

は
ど
う
か
。

　

地
域
農
産
物
の
積
極
的
な
P
R
及
び

新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
開
発
に
つ
い

て
伺
う
。

答
弁
高
崎
産
業
振
興
部
長

両
農
協
の
強
み
を
生
か
し
た

効
果
的
な
P
R
戦
略
を
構
築

し
て
い
く

　

両
農
協
は
、
管
轄
す
る
地
域
が
隣
接

地
域
の
力
で
学
校
の
教
育
環
境

の
向
上
を

　

小
中
学
校
の
教
育
現
場
で
は
、
限
ら

れ
た
予
算
の
中
で
、
備
品
等
の
購
入
に

苦
慮
し
て
い
る
と
聞
く
。
本
市
は
学
校

と
地
域
を
つ
な
ぐ
「
と
ち
ぎ
未
来
ア
シ

ス
ト
ネ
ッ
ト
」
を
実
施
し
て
お
り
、
さ

ら
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
で
、
学

校
の
運
営
に
も
地
域
の
意
見
が
反
映
さ

れ
て
い
る
。

　

財
政
法
上
、
行
政
が
寄
附
・
寄
贈
を

募
れ
な
い
な
ら
ば
、
地
域
で
「
地
域
学

校
応
援
団
」
を
設
立
し
、
学
校
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
個
人
や
事
業
所
の

方
々
に
寄
附
・
寄
贈
を
募
り
、
学
校
の

教
育
環
境
向
上
を
提
案
す
る
。

答
弁
髙
橋
教
育
部
長

学
校
支
援
活
動
の
活
性
化
や
、

教
育
の
質
の
向
上
に
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
る

し
、
し
か
も
地
域
の
重
要
な
公
共
交
通

機
関
で
あ
る
東
武
鉄
道
で
つ
な
が
り
、

広
域
的
な
P
R
が
可
能
な
位
置
関
係
に

あ
る
こ
と
か
ら
、今
回
の
協
定
締
結
は
、

P
R
の
強
化
を
進
め
て
い
く
上
で
、
絶

好
の
機
会
と
捉
え
て
い
る
。

　

今
後
、
観
光
振
興
だ
け
で
は
な
く
、

農
業
分
野
に
つ
い
て
も
、
沿
線
の
関
係

自
治
体
、
そ
し
て
東
武
鉄
道
に
対
し
て

働
き
掛
け
を
行
い
、
両
農
協
の
強
み
を

生
か
し
た
効
果
的
な
P
R
戦
略
を
構
築

し
て
い
く
。

　

ま
た
、「
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
開

発
」に
つ
い
て
は
、市
が
仲
介
役
と
な
り
、

豊
富
な
知
識
を
持
つ
農
協
と
、
加
工
販

売
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
地
元
企
業
と
の

異
業
種
間
交
流
の
場
を
設
け
て
い
く
。

　

現
在
、
本
市
教
育
委
員
会
で
は
、
個

人
や
各
種
団
体
、
事
業
所
等
か
ら
善
意

の
寄
附
を
受
け
入
れ
る
シ
ス
テ
ム
が
既

に
確
立
し
て
お
り
、
法
令
に
基
づ
い
て

寄
附
受
け
入
れ
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し

運
用
し
て
い
る
。

　

提
案
の
「
地
域
学
校
応
援
団
」
に
つ

い
て
は
、
各
学
校
で
、
行
政
か
ら
の
働

き
掛
け
で
は
な
く
、
地
域
の
方
々
が
自

発
的
に
組
織
す
る
と
い
っ
た
意
味
で

は
、
学
校
と
地
域
と
の
連
携
に
協
力
す

る
住
民
が
増
加
し
、
学
校
支
援
活
動
の

活
性
化
や
、
教
育
の
質
の
向
上
に
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
る
。

●
小
中
学
校
に
お
け
る
教
育
環
境
の
支
援

○
大
平
地
域
友
田
山
開
発

○
栃
木
市
消
防
庁
舎
整
備
基
本
構
想

●
栃
木
市
と
下
野
農
業
協
同
組
合
・

　
上
都
賀
農
業
協
同
組
合
と
の

　
包
括
連
携
協
定

○
県
行
分
収
造
林
事
業

針谷 正夫 議員
黎　明

広瀬 義明 議員
大　樹

用
語
解
説

（
※
）
包
括
連
携
協
定

　
地
域
の
課
題
に
対
し
て
、
自
治
体
と
企
業

等
が
双
方
の
強
み
を
生
か
し
て
解
決
に
取
り

組
む
た
め
の
枠
組
み
の
こ
と
。

　
本
市
で
は
昨
年
ま
で
に
、
足
利
銀
行
・
栃

木
信
用
金
庫
・
国
学
院
栃
木
短
大
・
栃
木
農

業
高
校・文
星
芸
大
と
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。
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小
野
寺
歴
史
と
文
化
の
道
構
想
で

市
の
方
針
は
変
え
ら
れ
る
か

　

小
野
寺
北
小
旧
校
舎
は
明
治
27
年
に

建
て
ら
れ
た
県
内
最
古
の
学
校
で
あ

り
、
文
化
財
関
係
者
か
ら
高
い
評
価
を

受
け
、市
も
そ
の
価
値
を
認
め
て
い
る
。

こ
の
地
区
に
は
国
指
定
重
要
文
化
財
の

村
桧
神
社
、慈
覚
大
師
円
仁
の
大
慈
寺
、

県
指
定
阿
弥
陀
如
来
像
の
住
林
寺
等
の

歴
史
遺
産
が
多
数
あ
る
。
し
か
し
、
市

は
旧
校
舎
の
一
部
部
材
を
保
存
し
て
解

体
す
る
方
針
だ
が
、「
小
野
寺
歴
史
と

文
化
の
道
構
想
」
の
骨
子
案
を
見
て
方

針
を
変
え
る
つ
も
り
は
な
い
か
。

答
弁
鵜
飼
生
涯
学
習
部
長

現
段
階
で
方
針
は
変
わ
っ
て

い
な
い

　
「
小
野
寺
歴
史
と
文
化
の
道
構
想
」

の
骨
子
案
は
、
小
野
寺
ふ
れ
あ
い
会
準

備
会
の
解
体
中
止
要
望
書
に
添
付
さ
れ

祖
父
母
の
た
め
に

孫
育
て
手
帳
の
作
成
を

　

近
年
、
社
会
環
境
な
ど
の
変
化
に

伴
っ
て
育
児
方
法
が
変
化
し
、
不
安
を

抱
く
祖
父
母
も
多
い
と
思
う
。
今
ど
き

の
育
児
を
知
る
た
め
に
、「
孫
育
て
手

帳
」
を
独
自
で
作
成
し
配
布
す
る
自
治

体
も
増
え
て
い
る
が
、
本
市
で
も
作
成

す
る
考
え
は
あ
る
の
か
伺
う
。

答
弁
藤
田
保
健
福
祉
部
長

育
児
冊
子
に
祖
父
母
向
け
の

育
児
情
報
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た
い

　

孫
育
て
・
祖
父
母
手
帳
は
、
孫
が
生

ま
れ
る
祖
父
・
祖
母
に
向
け
て
、
今
と

昔
の
子
育
て
の
違
い
や
親
世
代
と
の
か

か
わ
り
方
、
子
ど
も
と
の
遊
び
方
な
ど

が
記
さ
れ
て
い
る
冊
子
で
あ
る
。

　

近
年
、
両
親
の
共
働
き
が
増
え
、
祖

父
母
世
代
の
協
力
は
欠
か
せ
な
い
が
、

医
学
や
研
究
の
進
歩
、
環
境
の
変
化
な

た
も
の
で
、
準
備
会
の
歴
史
文
化
部
会

に
お
い
て
検
討
中
の
も
の
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
小
野
寺
北
小

旧
校
舎
の
活
用
案
を
主
と
し
た
も
の
で

あ
り
、
地
域
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
計
画

と
す
る
に
は
、
内
容
も
十
分
と
は
言
い

難
く
、
骨
子
案
と
い
う
こ
と
で
、
ま
だ

ま
だ
練
り
上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う

印
象
を
受
け
た
。

　

小
野
寺
北
小
旧
校
舎
に
つ
い
て
、
現

段
階
で
は
、
解
体
の
う
え
一
部
部
材
保

存
の
市
の
方
針
は
変
わ
っ
て
い
な
い

が
、
今
後
一
日
も
早
く
、
地
域
の
総
意

と
し
て
、
地
域
住
民
の
皆
様
が
主
体
と

な
っ
た
熟
度
の
高
い
、
地
域
全
体
の
ま

ち
づ
く
り
計

画
を
作
成
し

て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
う
。

ど
で
育
児
方
法
が
大
き
く
変
わ
る
中
、

祖
父
母
世
代
に
と
っ
て
の
孫
育
て
は
、

非
常
に
不
安
や
戸
惑
い
が
あ
る
。

　

ま
た
、
親
世
代
は
、
昔
の
子
育
て
の

常
識
を
知
ら
な
い
か
ら
こ
そ
起
こ
る
世

代
間
ギ
ャ
ッ
プ
を
理
解
し
、
相
互
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
り
円
滑
に
す

る
必
要
性
が
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
祖
父
母
世
代
や
親
世
代

が
共
に
学
べ
る
祖
父
母
手
帳
等
は
非
常

に
有
効
と
思
わ
れ
る
の
で
、
来
年
度
に

お
い
て
、
ま
ず
は
、「
こ
ん
に
ち
は
赤

ち
ゃ
ん
事
業
」
等
で
配
布
す
る
育
児
冊

子
を
活
用
し
、
現
在
の
子
育
て
事
情
や

昔
か
ら
変
化
し
た
育
児
の
常
識
等
に
つ

い
て
、
分
か
り
や
す
く
解
説
し
た
祖
父

母
向
け
の
育
児
情
報
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

て
い
き
た
い
。

○
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

●
安
心
な
出
産
と
育
児
支
援

○
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
対
す
る

市
の
対
応

○
思
川
開
発
事
業

●
小
野
寺
北
小
旧
校
舎
の
保
存

針谷 育造 議員
市民クラブ

古沢 ちい子 議員
公明党議員会

歴史的価値を有する
小野寺北小旧校舎
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20
～
30
年
後
の
将
来
を
見
据
え

た
対
策
は

　

市
は
10
年
間
の
総
合
計
画
に
基
づ

き
、
市
政
運
営
を
行
っ
て
い
る
が
、
将

来
の
人
口
推
計
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
る
か
。
急
速
な
人
口
減
少
・
超
高
齢

社
会
へ
対
応
す
る
た
め
に
は
、20
年
後
、

30
年
後
を
見
据
え
た
長
期
的
政
策
の
準

備
が
執
行
部
の
重
要
な
仕
事
で
あ
る
。

　

第
2
の
故
郷
を
作
る
「
セ
カ
ン
ド
市

民
制
度
」
や
、
中
高
年
の
方
々
が
本
市

に
移
住
す
る
「
日
本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
」、

及
び
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
等
の
充

実
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
茅
原
総
合
政
策
部
長

状
況
に
あ
っ
た
最
善
策
を
模
索

し
な
が
ら
提
供
し
て
い
く

　

２
０
２
５
年
に
は
本
市
の
人
口
の
３

人
に
１
人
が
高
齢
者
と
い
う
「
超
高
齢

社
会
」
が
想
定
さ
れ
、
急
速
に
進
む
人

市
民
が
求
め
る
埋
葬
形
式
の

検
討
及
び
聖
地
公
園
の
拡
張
は

　

少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
な
ど
で
、

お
墓
を
代
々
受
け
継
ぐ
こ
と
が
難
し
い

状
況
で
あ
る
。
今
後
は
、
納
骨
堂
や
そ

れ
以
外
の
埋
葬
の
形
式
な
ど
、
市
民
の

方
が
求
め
る
埋
葬
の
在
り
方
を
検
討
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ま

で
ど
の
よ
う
な
調
査
・
研
究
を
行
っ
て

き
た
の
か
。
ま
た
、
お
墓
を
求
め
る
方

が
待
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
が
、
現
在

の
聖
地
公
園
を
拡
張
す
る
予
定
に
つ
い

て
も
伺
う
。

答
弁
若
菜
生
活
環
境
部
長

多
様
化
す
る
要
望
へ
の
対
応
と

新
た
な
墓
域
設
置
に
つ
い
て

検
討
す
る

　

市
民
の
墓
地
形
態
に
対
す
る
要
望
は

変
化
し
て
お
り
、
納
骨
堂
、
合
葬
墓
や

樹
木
葬
な
ど
多
様
な
形
態
に
関
す
る
電

口
減
少
社
会
に
対
応
す
る
に
は
、
市
民

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
や
、
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
実
現
に
よ
る
効
率
的

な
行
政
運
営
が
必
要
で
あ
る
。

　

市
街
地
エ
リ
ア
は
商
業
施
設
や
官
公

庁
が
集
積
し
、
介
護
付
高
齢
者
向
け
住

宅
が
整
備
さ
れ
、
高
齢
者
の
方
が
歩
い

て
買
い
物
等
が
で
き
る
環
境
が
本
市
の

将
来
像
だ
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
、
医
療
・
介
護
の
専
門
的
な
支

援
が
切
れ
目
な
く
提
供
で
き
る
体
制
整

備
等
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、「
セ
カ

ン
ド
市
民
制
度
」
等
を
現
在
の
取
り
組

み
と
併
せ
て
検
討
し
、
状
況
に
あ
っ
た

最
善
策
を
模
索
し
な
が
ら
提
供
し
て
い

く
。

話
や
、
窓
口
で
の
問
い
合
わ
せ
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。

　

今
後
の
墓
地
需
要
に
つ
い
て
は
、
区

画
墓
地
だ
け
で
な
く
、「
墓
石
を
要
し

な
い
形
態
」、「
承
継
を
要
し
な
い
形
態
」

に
つ
い
て
の
要
望
が
さ
ら
に
増
え
て
く

る
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
県
内
外

の
墓
地
形
態
に
つ
い
て
の
聴
き
取
り
や

情
報
収
集
を
行
っ
た
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
市
民
の
多
様

化
す
る
墓
地
要
望
に
い
か
に
対
応
す
べ

き
か
検
討
す
る
と
と
も
に
、
併
せ
て
、

栃
木
市
聖
地
公
園
内
の
緑
地
を
利
用
し

た
、
新
た
な
墓
域
設
置
の
可
能
性
に
つ

い
て
も
検
討
を
進
め
て
い
く
。

○
平
成
30
年
度
当
初
予
算

●
聖
地
公
園

○
本
市
の
地
域
公
共
交
通

●
未
来
自
治
体
の
人
口
減
少
、
超
高
齢
社

会
対
策

○
市
民
の
健
康
と
命
を
守
る

　

”と
ち
ぎ
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
“の
経
営

○
栃
木
市
の
情
報
公
開
と
説
明
責
任

大武 真一 議員
無会派

入野 登志子 議員
公明党議員会

新墓域設置が検討される
栃木市聖地公園

地域包括支援センターが
ある大宮公民館
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千
塚
産
業
団
地
の
今
後
の

見
通
し
は

　　

栃
木
市
の
重
要
な
課
題
と
し
て
、
働

く
場
所
の
確
保
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

長
い
年
月
を
経
て
、
千
塚
産
業
団
地

が
完
成
し
た
が
、
事
業
費
や
分
譲
の
契

約
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
ま
た
、
分
譲
の
見
込
み
や
雇
用
の
創

出
を
含
め
た
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

伺
う
。

答
弁
鈴
木
市
長

平
成
30
年
度
中
の
完
売
を
目
指

す
と
と
も
に
、
優
良
企
業
の
誘

致
を
行
っ
て
い
く

　

千
塚
産
業
団
地
は
、
平
成
26
年
度
よ

り
本
格
的
な
整
備
に
着
手
し
、
昨
年
10

月
に
全
て
の
造
成
工
事
が
完
了
し
た
。

　

総
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
用
地
費
、

造
成
費
、
新
千
塚
橋
の
整
備
費
な
ど
約

32
億
2
千
万
円
で
あ
り
、
分
譲
地
を
す

べ
て
分
譲
し
た
場
合
の
収
入
見
込
み
額

の
約
37
億
5
千
万
円
と
の
差
し
引
き

総
合
支
所
機
能
を
強
化
し
、

総
合
窓
口
の
設
置
を

　　

合
併
に
よ
る
地
方
交
付
税
の
算
定
替

え
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
地
方
交
付
税

の
削
減
は
３
割
程
度
に
と
ど
ま
っ
た
。

そ
の
中
に
は
、
支
所
機
能
を
維
持
す
る

た
め
の
機
能
の
経
費
が
含
ま
れ
、
支
所

機
能
維
持
の
た
め
の
財
源
措
置
が
な
さ

れ
た
。

　
人
口
減
少
、少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、

地
域
活
性
化
の
拠
点
と
し
て
総
合
支
所

を
再
構
築
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
総
合
窓
口
を

設
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
鈴
木
市
長

本
庁
職
員
が
総
合
支
所
に
出
向

く
こ
と
に
よ
り
、
利
便
性
の
向

上
に
努
め
て
い
る

　

総
合
支
所
に
は
、
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
機
能
、
行
政
の
窓
口
機
能
及
び
防
災

で
、
約
5
億
3
千
万
円
が
黒
字
と
な
る

見
込
み
で
あ
る
。

　

分
譲
状
況
に
つ
い
て
は
、
本
年
1
月

末
時
点
で
、
製
造
業
7
社
、
物
流
業
1

社
の
合
計
8
社
と
契
約
に
至
っ
て
い

る
。
現
在
も
5
社
と
商
談
中
で
あ
り
、

確
定
す
れ
ば
約
8
割
を
超
え
る
分
譲
率

と
な
る
。

　

進
出
が
決
定
し
て
い
る
企
業
の
立

地
計
画
や
設
備
投
資
額
か
ら
試
算
す
る

と
、
新
規
雇
用
者
は
約
5
4
0
人
が
予
定

さ
れ
、
市
税
に
つ
い
て
は
、
年
間
で
約

1
億
9
千
万
円
の
増
収
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

現
在
、
残
る
す
べ
て
の
区
画
に
対
し

て
企
業
か
ら
引
き
合
い
が
来
て
お
り
、

平
成
30
年
度
中
の
完
売
を
目
指
す
と
と

も
に
、
優
良
な
企
業
の
誘
致
を
積
極
的

に
展
開
し
て
い
く
。

機
能
を
配
置
し
て
お
り
、
今
後
は
ま
ち

づ
く
り
機
能
と
公
民
館
な
ど
が
有
す
る

生
涯
学
習
機
能
を
連
携
さ
せ
、
地
域
の

様
々
な
分
野
の
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
る

方
々
の
す
そ
野
を
広
げ
、
地
域
の
活
性

化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

窓
口
機
能
に
つ
い
て
は
、
市
民
生
活

課
と
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
配
置

す
る
こ
と
に
よ
り
、
総
合
支
所
内
の
総

合
窓
口
化
を
図
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
総
合
支
所
に
窓
口
が
な
い
業

務
に
つ
い
て
も
、
本
庁
職
員
が
総
合
支

所
に
出
向
く
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
利
便
性
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

●
総
合
支
所
機
能
の
強
化

○
国
民
健
康
保
険

○
大
型
公
共
事
業
・
ハ
ー
ド
事
業
の

見
直
し

●
栃
木
市
の
産
業
基
盤
整
備

渡辺 照明 議員
誠　心

白石 幹男 議員
無会派

各総合支所の職員数
の変化（単位／人）

160

大平 藤岡 都賀 西方
■合併時 ■平成 29 年 4月

岩舟
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分譲が好調な千塚産業団地
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75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
ふ
れ
あ

い
バ
ス
利
用
の
無
料
化
を

　　

本
市
の
運
転
免
許
証
自
主
返
納
支
援

制
度
は
改
定
さ
れ
、
ふ
れ
あ
い
バ
ス
と

蔵
タ
ク
の
共
通
乗
車
券
（
1
万
円
分
）

と
な
っ
た
が
、
支
援
は
1
人
1
回
で
あ

り
、
回
数
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
支
給

さ
れ
た
分
が
使
い
終
わ
る
と
、
そ
の
後

の
利
用
は
有
料
と
な
る
た
め
、
利
用
し

づ
ら
い
環
境
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

交
通
安
全
対
策
と
地
域
公
共
交
通
の

利
用
促
進
を
図
る
た
め
に
も
、
高
齢
者

専
用
バ
ス
カ
ー
ド
等
を
作
成
し
、
75
歳

以
上
の
高
齢
者
が
無
料
で
乗
車
で
き
る

制
度
が
で
き
な
い
か
伺
う
。

答
弁
鈴
木
市
長

他
市
の
制
度
を
参
考
に
し
、

早
い
時
期
に
結
論
を
出
し
て
い

き
た
い

　

ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
制
度
を
持
続
可
能

な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
低
廉
な
運

賃
に
配
慮
し
つ
つ
も
、
一
定
の
運
行
経

費
の
負
担
を
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
高
齢
者
や
免
許
返
納
者
の

利
用
促
進
は
、
公
共
交
通
の
充
実
を
図

る
う
え
で
、
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
よ

り
多
く
の
高
齢
者
の
皆
様
に
ご
利
用
い

た
だ
け
る
よ
う
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
現
在
策
定
中
の
「
栃
木
市
地
域
公
共
交

通
網
形
成
計
画
」
の
中
で
、
運
賃
体
系
の

見
直
し
も
併
せ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

他
市
で
は
、
高
齢
者
の
利
用
料
金
を

無
料
に
は
し
な
い
が
、
極
め
て
低
廉
な

料
金
で
利
用
で
き
る
「
高
齢
者
専
用
バ

ス
カ
ー
ド
」
な
ど
の
制
度
が
あ
り
、
こ

れ
ら
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
で
き
る
だ

け
早
い
時
期
に
結
論
を
出
し
て
い
き
た

い
。

○
千
塚
産
業
団
地
の
造
成
事
業
の
成
果

○
無
電
柱
化
の
推
進
に
向
け
た
取
り
組
み

●
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
利
活
用

大谷 好一 議員
誠　心

ふれあいバス・蔵タク
共通乗車券

図書室をさらに活用しやすいようにリニューアルしました

　議員の調査・研究を深めるため、議会では毎
年書籍を購入しています。
　今回は「地方議員のための役所を動かす質問
のしかた」や「地方議会運営事典　第２次改訂
版」など、より実用的なものを中心に選定いた
しました。
　議員だけでなく、市民の皆様も自由にご覧い
ただけますので、議会にお越しの際にはぜひ、
お立ち寄りください。

議場見学と併せて
見に来てね。

新たに９冊の書籍を購入しました
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開

会

議
案
の
説
明

一
般
質
問

質

疑

予
算
の
説
明

議
案
審
査

委
員
長
報
告

討

論

採

　
決

閉

　
会

いまさら聞けない「議会」のことについていまさら聞けない「議会」のことについて

　なかなか忙しくて議会を見に来られない方や、今まで議会に関心がなかった方のために、今
回は「いまさら聞けない議会のこと」として、議会に関する基本的なことをご説明いたします。
　これを一読して議会に興味を持たれた方は、ぜひ一度、議場に足をお運びください。

　市民の代表者である議員が、市の課
題や政策等に関して、市長や担当部長
に尋ねることです。定例会中の本会議
で実施され、質問時間は議員１人当た
り３０分以内としています。

定例会のながれ　・・・３月議会を参考にご紹介いたします・・・

①一般質問ってなに？
　本会議にはたくさんの条例や予算など
の議案が提出されます。そこで、これら
を各分野別に分けて審査するために設け
られているものが常任委員会です。　

②常任委員会ってなに？

質疑：提出された議案や予算などについ
て市長や担当部長に尋ねること。

討論：議案や予算などの説明を聞いた後
に、反対、もしくは賛成の立場で
議員が自分の意見を述べること。

③質疑・討論ってなに？

　計画や施策などが決まる前に、担当課
から説明を聞く議員研究会などがありま
す。本会議初日にも研究会が行われ、
JR栃木駅新発車メロディなどについて
担当課より説明を受けました。

④他にはどんな会議があるの？

本会議 本会議常任委員会

議員の質問に答弁している様子

産業教育常任委員会で審議している様子

本市議会では総務、民生、産業教育、
建設の4つの分野に分け、全議員が
いずれかの委員会に属し、それぞれ
の委員会で各議案を審査しているよ。
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市議会だよりはこうして作られています市議会だよりはこうして作られています
市議会だより作成の裏側をお見せします

　本市議会では、先進地視察研修を踏まえて、少しずつではありますが、議員が主体と
なった議会広報紙の作成に取り組んでいます。
　今回は発行スケジュールの作成から広報紙が出来上がるまでの流れをご説明いたします。

　モニターアンケートの結果を検証し、
今号の発行スケジュールや紙面の構成、
各委員の役割分担などを決定します。

①１回目の広報委員会
　一般質問を行った議員は、いくつか
ある質問の中から、紙面に掲載する質
問を自ら選定し、登壇日の翌々日まで
に原稿を提出します。

②各議員が原稿作成

委員全員で意見を出し合います 一般質問終了後に顔写真を撮影

　各議員や担当の委員が作成した原稿
を基に出来上がった試し刷りを、委員
全員で 1 ページずつチェックします。
また、モニターアンケートの質問項目
を決定します。

③２回目の広報委員会
　納品された議会だよりを各委員が議
会広報紙モニターに配付します。また、
その際にアンケート用紙も配付し、今
後の紙面づくりに反映させます。

④各委員がモニターに配付

表紙写真は写真アドバイザーの意見を参考に

今回ご協力いただいたモニターの皆さま
●大丸　愛理さん　●藍沢　健太郎さん
●稲尾　正和さん　●安田　民和子さん
●今井　宏明さん　●富山　佐知子さん
●宮本　恵子さん　●堀江　一男さん
約1年半、ご協力いただきありがとうございま
した。今後も引き続きご愛読いただきますよ
うお願いいたします。

お知らせ　 一般質問等、全てご覧になりたい方は・・・紙面の都合上、すべて掲載できないので・・・

　ケーブルテレビ１１２ ch では、本会議のうち、
一般質問の様子を生中継しています。
　また、インターネットでは、市議会ホームペー
ジにて、全ての本会議を生中継で視聴できます。
　さらに、各定例会の会議録は、各地域の図
書館にも閲覧用として置いてありますので、一
般質問の全てをご覧いただくことができます。

を開いて、栃木市議会の

●インターネットでの視聴方法

　　　　　　　　　　　

をクリック

栃木市ホームページ

インターネット（ユーストリーム）
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より良い「議会だより」作りのために（議会広報紙発行特別委員会）

本市の取り組みが高く評価されました（議会広報紙発行特別委員会）

より進んだ取り組みを学ぶために（議会運営委員会）

　１月１８日、宮城県栗原市を行政視察のために訪
問しました。
　視察研修の目的は、「議員による広報紙の作成につ
いて」を学ぶことでした。栗原市議会では、議会だ
よりをほとんど議員だけで作成しています。
　研修では、栗原市議会広報編集特別委員の方々お
よび議会事務局職員の出席をいただき、広報紙の作
成について丁寧な説明を受け、活発な質疑応答があ
りました。
　この視察研修で学んだことを生かし、市民の皆様
に身近でより良い議会だより作りにがんばってまい
ります。

　１月２４日、茨城県筑西市議会広報委員会の視察
訪問を受けました。
　本委員会正副委員長と、議会事務局で対応させて
いただきました。
　議会だより作りについて説明をした後、質疑応答
がありました。質疑では、表紙写真の撮影について、
写真アドバイザーについて、広報紙モニターについ
て等、様々な質問をいただきました。また、タブレッ
ト端末使用についてもかなり関心を寄せていました。
　この視察研修が筑西市議会にとって、有意義なも
のになることを願って、お見送りいたしました。

1月 9日（滋賀県彦根市議会）
　 10日（滋賀県近江八幡市議会）
　彦根市議会では、議会開放推進プロジェクトチー
ムの設置や議会報告会などでワールドカフェ方式を
取り入れるなど、市民に議会をより身近に感じてい
ただく取り組みを学びました。
　また、近江八幡市議会では、常任委員会における
議員間の自由討議の進め方など、議会活性化に向け
た取り組みについて説明を受けた後、質疑応答を行
いました。

視察先の栗原市議会議場にて

本委員会正副委員長の説明に耳を傾ける筑西市議

彦根市議会での丁寧な説明に聞き入る様子
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皆様の声を市長に届けました（議会報告会提言書）

改選後の市議会に繋げていくために（議会基本条例の検証）

　市内9カ所及び各常任委員会で開催した議会報告
会で、市民の皆さまからいただいた意見をまとめ、
今後の市政運営に生かしていただくよう、市長へ提
言いたしました。

【第２期】　栃木市議会基本条例 検証結果報告（A・B・Cの 3段階評価）
　議会運営委員会で、本市議会の最高規範である栃木市議会基本条例の目的が達成されているかの検
証（第２期）を行い、その結果報告書を議長あて提出いたしました。
　第２期となる検証については、第１期の検証（平成27年9月実施）で「B評価」とされた条項のうち、
特にその対応が必要と思われる事項について実施することとしました。
　検証結果報告書の詳細については、市議会ホームページに掲載されていますのでご覧ください。

市長に提出した提言事項
１．防災対策の強化
２．安全・安心なまちづくりの取り組み
３．とちぎメディカルセンターへの支援
４．道路整備による通行者の安全確保
５．教育環境の整備充実
６．次世代を担う人材の確保・育成

申し送り事項
今回の検証結果を基に、次の項目について改選後
の議会に申し送ることとしました。
①本検証の結果を改選後の議会に引き継ぐこと
②本検証でＢランクと評価された項目については
　取り組みを強化すること
③本条例の趣旨に沿った議会活動を継続すること

詳しい内容は市のHP
に掲載してあるよ。

　大平西保育園における、節分の行事での一コマ。
　鬼はヒイラギやいわしのにおいが嫌いであることなどを話した後、実際に子
どもたちに見せて、においも体感している瞬間の写真です。左の子はにおいを
かいでいて、隣の2人は「えー」と言いながら少し身を引いている姿が可愛らし
く感じます。
　このような風習は今後も続いていくことを願っています。

（撮影者：千葉正弘委員）

表紙の写真 魔よけだって～！

検証項目 第 1 期 第２期

①議員間の活発な自由討議 Ｂ評価 Ｂ評価

②情報発信の強化 Ｂ評価 Ｂ評価

③政策立案機能の充実 Ｂ評価 Ｂ評価

④議員定数及び議員報酬 Ｂ評価 Ａ評価

⑤条例検証の時期 Ｂ評価 Ａ評価
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現
広
報
紙
発
行
特
別
委
員
会
と
し
て

今
号
は
、最
後
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
と
ち
ぎ
市
議
会
だ
よ
り
」
は
、
市
民

の
皆
様
と
議
会
を
つ
な
ぐ
大
切
な
媒
体

で
す
。
私
た
ち
は
、
様
々
な
改
革
を
続

け
て
き
ま
し
た
。
そ
の
成
果
は
、
紙
面

か
ら
感
じ
て
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

　
主
な
改
革
は
、

・
議
会
だ
よ
り
は
、
原
則
自
分
た
ち
で

作
る

・
モ
ニ
タ
ー
や
写
真
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

意
見
を
反
映
す
る

等
々
で
す
。

　

次
期
広
報
委
員
に
は
更
な
る
改
革

で
、
よ
り
一
層
市
民
の
皆
様
が
読
み
た

く
な
る
議
会
だ
よ
り
の
発
行
に
期
待
い

た
し
ま
す
。�

（
千
葉
正
弘　
記
）
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次

広
報
紙
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行
特
別
委
員
会

モニターインタビューNo.8

　今、若い世代の政治離れが深刻になっていま
す。政治に信頼が置けず、どこか他人事のよう
に感じてしまう…。政治は自分たちが主人公な
のだと実感できるよう、まずは地方の政治が信
頼を取り戻すべく、新しく議員になられた方々
にご活躍いただきたいと思っております。

広報紙モニターになってみてのご感想をお聞かせ
ください

Ａ：モニターになってからは、全ての記事を読み
込むようになりました。写真の感想を問われたこ
ともあり、今まではさっと目を通すだけだった表
紙も、じっくりと見るようになりました。一般質
問では各議員の姿勢や思いを知ることができ、と
ても参考になりました。

改選後の新しい議員、新しい議会に望むことは何
でしょうか

Ａ：まず、市民の声をしっかりと聴いてくれる
議員を望みます。市民の生活に目を向け、市民
の苦難がどこにあるのかを見極め、市民の代表
として市政に届けて欲しいと思います。また、
弱い立場の人々にこそ寄り添う議員であって欲
しいと思います。そして議会が市政をチェック
する機能をしっかりと果たして欲しいと願いま
す。

各委員が、紙面を充実させるためのアンケートにご協力をいただいている「議会広報紙モニター」
にインタビューをするコーナーです（今回のインタビュアー：白石幹男委員）

議会広報紙モニター
安田　民和子さん

　　
傍聴にお越しください!!

お詫びと訂正　�2月20日発行の第34号（P14）の広瀬議員の答弁者は松本こども未来部長の誤りです。お詫びして訂正
いたします。

8

近年の本会議傍聴者数推移（単位／人）

H26年 H27年 H28年 H29年

3月 87 87 144 149 

6月 153 95 111 81 

9月 317 195 116 113 

12月 139 136 87 98 

合計 696 513 458 441

　5月臨時会と６月定例会の日程や一般質問の内容
は、確定次第、ホームページ等でお知らせいたします。
　4月の選挙を踏まえて議会人事も一新されますの
で、ぜひ傍聴にお越しください！

3月定例会の傍聴者は・・・９５人でした。


